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性の多様性と日本語教育: 包摂的・肯定的な学習環境を考える

Lesbian Gay Bisexual
レズビアン ゲイ バイセクシャル

Transgender
トランスジェンダー

Sexual Orientation
性的指向（好きになる性）

Gender Identity
性自認（心の性）

性の多様性

Sex Characteristics
生物学的性（体の性）

Gender Expression
性表現（表現する性）

性の多様性に
関わる４つの要素

SOGIESC

Cisgender
シスジェンダー

話し方
etc.

性の多様性

https://www.statista.com/statistics/12
70166/lgbt-identification-worldwide/

トランスジェンダー
ノンバイナリー

ジェンダーフルイドなど

Statista (世界30カ国, 2023)
LGBTQ+: 12%

電通グループ (日本, 2023)
LGBTQ+: 9.7%

Gallup (米国, 2024)
LGBTQ+: 7.6% (全世代)
LGBTQ+: 22.3% (Z世代))

バイセクシャル レズビアン
ゲイ

パンセクシャル
オムニセクシャル

アセクシャル その他
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多様性

ジェン
ダー

人種
セク

シャリ
ティ 民族

信仰

文化

年齢
etc.

インクルージョン
（包摂・包括）

多様性を認め、違いや共通
点を知ることで、偏見や誤
解を解決し、差別のない
「誰もが生きやすい社会」
を目指す

インクルーシブ教育 インクルーシブ教育

1. 定義

個々の背景や特性を理由に学びの場から排除されたりせず、だれもが質の
高い教育を受けられる教育実践

2. 目的

人種や経済状態、社会階級、民族、言語、信仰、ジェンダー、性的指向、
そして能力の多様性に対する否定的な態度や対応の欠如から生まれる排除
をなくすこと。 UNESCO (2009) “Policy Guidelines on Inclusion in Education”

3. 合理的配慮

排除をなくすための変更・調整
⇒ 学びのバリアフリー化
背景や特性に関わらず参加できる学習環境

社会

 プライドイベントの開催 (1994~)

 パートナーシップ制度 (2015~)

 自治体の啓発活動

 ドラマ等のメディアでの可視化

 LGBT理解増進法施行 (2023)

教育
 文部科学省

「性的マイノリティに関する施策」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/jinken/sankosiryo/1415166_00004.htm

• 児童・生徒への対応指針

• 教職員向けの研修・理解啓発

 大学等での独自のガイドライン作成

 留学生の受け入れ・対応

2019度国立大学法人留学生指導担当
者連絡協議会「LGBTQ学生支援：国境
を越えた受け入れ環境整備の課題」

性の多様性を巡る動向

日本語教育
 INGS-J https://ingsjapanese.wordpress.com/

International Network of Gender, 
Sexuality in Japanese Language 
Education（日本語教育におけるジェン
ダー・セクシュアリティ国際ネットワー
ク）

 登録日本語教員 (2024)

 日本語教育能力検定試験 (2022年改訂)

➤養成課程の内容・出題範囲
『日本語教育人材の在り方について（報
告）改訂版』(文化庁 2019)「必須の教育
内容50項目」に準ずる
➤「必須の教育内容50項目」にはインク
ルーシブ教育や性の多様性に関する項目が
含まれていない。

性の多様性を巡る動向

5 6

7 8



2024-07-01

3

学びのバリアフリー化：排除の要因

男子はたけしさん、
女子はメアリーさんの
パートを読んでください。

性別二元論・性別二元制 Gender Binary

➤人は男女どちらかの性別に属しているという信念・社会制度

異性愛規範 Heteronormativity

➤性別二元制を前提に、異性間の恋愛や性的関係のみが正常で
自然だとする社会規範

×彼女⇒彼氏
週
末
は
彼
女
と
買
い

物
に
行
き
ま
し
た
。

学びのバリアフリー化：排除の要因

どんな女の子が
タイプですか？

えっと…。

『初級日本語 げんき ［第３版］ 教師用ガイド』（2020）

改訂の方針４：多様性の重視と表現への配慮

メアリーとたけしをはじめ、これまで登場したキャラクター以外にも、会
話や練習に出てくるキャラクターにより多様性を持たせた。また、ジェン
ダーやセクシャリティに関してもステレオタイプな描写や表現にならない
よう配慮した。

教材の問題点 教材の問題点：改善のポイント

多様性の観点から批判的に教材を
分析する。

ジェンダーやセクシュアリティに
関わらず参加しやすい活動を考える。

他の教員と協働・共有する。
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本質主義の考え方

➤女だから「女言葉」を話す

構築主義の考え方

➤「女言葉」を使うことで女性的
なアイデンティティを作り上げる

ジェンダー化された日本語の扱い (中村 2007)

言葉遣いは性別に応じて備
わっている属性の一つである。

言葉遣いは言語資源の
一つであり、アイデン
ティティを作り上げる
ために誰もが使えるリ
ソースである。

『初級を教える人のための日本語文法ハンドブック』(2000)
日本語教育では初級段階でも会話教材などに終助詞が出現します。女性専
用の形式を男性が用いると特に不自然なので、学習者に注意を喚起する必
要があります。

ジェンダー化された日本語の扱い

『コンテンツとマルチメディアで学ぶ日本語上級へのとびら』(2009)

第2課「日本語のスピーチスタイル」

特にくだけた話し方では、男女の話し方に違いが見られます。＜中略＞友
達や恋人や家族と話す時、男性は自分のことを「僕」とか「俺」と言い、
女性はたいてい「私」を使います。最近は男女の差が小さくなって、上の
例のように、文末に「わ」「わよ」を使う女性や、「ぜ」「ぞ」を使う男
性は少なくなっていますが、でも、女性が「俺も腹へった」と言ったり、
男性が「いやよ！」と言ったら、びっくりされてしまいます。話し方の差
が小さくなっても、使わない方がいい表現もあるということを知っておい
てください。

ジェンダー化された日本語の扱い

＜学習者の声＞

日本語の教師や先輩に日本語を直されたことは何度もある。彼らは、私の
性別に対する彼らの認識に基づいて、私の言葉の使用が不適切であり、周
りの人にとって、洗練されていないように聞こえると言われたことを覚え
ている。それは、彼らが私を男性と認識すれば、同じ言葉遣いをしても、
指摘されずに済んだことを意味している。束縛されるような思いだった。
「なぜ自分に忠実な表現（を）してはいけないのだろう」と考えさせられ
た。（ショールウェシェレーニ 2019）

ジェンダー化された日本語の扱い

➤（日本語教育の現場が）非シスジェンダー学習者にとって、自己の隠し
方を訓練する場、シスジェンダー中心主義的な社会に参加するための下準
備をする場となってしまう（ショールウェシェレーニ 2019）
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ジェンダー化された日本語の扱い

どんな自称詞を
聞いたことがあるか

だれがどんな場面で
使っていたか

ジェンダーニュートラルな
オプションは？

包摂的・肯定的な学習環境に向けて

学習者のクィアなアイデンティティ管理に影響する対人的要因 (Moore 2019)

相手の年齢・性別・信仰・出身地など顕著な指標
Salient indicators

クィアな情報に接した時の表情
クィアな事柄に関する言葉選び

クィアなアイデンティティを示した時の反応

内部の証拠
Insider evidence

教師による性の多様性に肯定的な発信明示的な声明
Explicit statements

包摂的・肯定的な学習環境に向けて 包摂的・肯定的な学習環境に向けて

留意点
 すべてのクィアの学習者が自身のアイデンティティを教室内で共有すること

を望んでいるとは限らない（ムーア 2023）
 同性愛差別的な学習者の意識改革を迫ったりクィアの尊厳と権利について

ディベートをしたり，意見を強制することは避ける（ムーア 2023）
 文化的価値観、宗教的信条から多様な性のあり方を受け入れがたい学習者も

いる。教師がそのような学習者を断罪するような態度を取ると、今度はかれ
らを周辺化させる（有森 2023）
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トピック１

留学生から学校や地域におけるLGBTQ+
のための取り組みや団体について知り
たいと言われました。

知っていることをグループで共有して
ください。わからなければスマホなど
で調べても構いません。

トピック２

授業で家族の呼称を取り上げました。
おじ・おばの関係に当たる人がノンバ
イナリーで、その人について話す時に
何と呼んだらいいか質問されました。
どのような対応が考えられますか。

ディスカッション

➤ノンバイナリー
男性・女性どちらにも当てはまらない、また
は当てはめられることに違和感を覚える人

【参考】INGS-J 2024 Scenario based Workshop -
Inclusive and Affirmative Language Learning Environment 

ディスカッション

トピック３

初級コースの作文を採点しています。
英語が母語の女子学生が「週末は彼女
と買い物に行きました」と書いていま
した。英語では女友達のことを
girlfriendと言うこともあるので、本当
はそう言いたかったのかもしれません。
どのような対応が考えられますか。

目次 1. 日本語の「男女差」、どう扱えばいい―多様な性とインクルーシブな学
習環境を考える

2. 日本語じゃないと不公平?―媒介語と公平性を考える
3. 宗教や政治はNGの話題? ―教室の話題を考える
4. 「〇〇では…」「〇〇人は…」―文化の教え方を考える
5. 「花マル」ってあり?―言語教育とパターナリズムを考える
6. 先生の言うとおりに教えました!―ポストメソッドを考える
7. 何をするかは自由と言われても…―地域の日本語教室における

活動の可能性を考える
8. あの学生は“不真面目”なのか―留学生の社会的背景を考える
9. 誰のための地域日本語教室?―多文化共生の場としての

地域日本語教室を考える
10. 学習者を増やせと言われるけれど…―言語教育と経済の関係を考え

る
11. いったい誰に相談すればいいの?―日本語教師の同僚性を考える
12. 私が我慢すればいいの?―非母語話者教師との協働を考える
13. 最近マンネリ化しているかも…―教師の学びを考える
14. やっぱりあきらめたほうがいい?―日本語教師の労働環境と

キャリア形成を考える
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